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群馬県から飛来したアサギマダラを豊橋で再捕獲

アサギマダラParantica sita Kollar（タテハチョ

ウ科）は、 長距離の移動をするチョウとして知ら

れている。 その移動経路を調べるために、 近年は

各地で翅に産地や日付などの情報を書き込む標識

（マ ー キング）による組織的な調査活動が盛んに

行われており、 標識されたチョウが移動先で再捕

獲されることで少しずつ渡りのコー スが解明され

てきている。 箪者は豊橋市でマ ーキングされた個

体を再捕獲 ・ 撮影しているので、 記録として報告

する。

観察した場所は、 豊橋総合動植物公園の中で、

自然史博物館の北東側にフジバカマが植栽されて

ヽる場所がある。 この場所に、 アサギマダラがよ

く飛来することを、 以前に自然史博物館学芸員の

長谷川道明氏に教えていただいた。 季節的にもち

ょうどアサギマダラが低地で見られる時期にあた

っており、 シャッタ ー チャンスを狙ってこの場所

を訪れた。

フジバカマが見えてくると、 遠目にもその上を

飛ぷアサギマダラら しいチョウがいるのがわか

る。 近づいて 、 あたりを見渡すと7~8頭のアサ

ギマダラがさかんに吸蜜中であった。

さっそく、 持ってきたコンパクトデジタルカメ

ラを取り出して撮影を始めた。 まもなく、 後翅に

文字が書かれたマ ー キング個体を見つけ た（図

l)。 この個体 も他のアサギマダラたちと同様に、

あまり筆者を気にする様子もなく夢中に蜜を吸っ

ており 、 素手でも容易に捕獲できた（図2)。

判家氏に調べていただいたところによれば、 本

個体は群馬県嬬恋村の万座スキー 場で、 平井博氏

小 鹿 亨

図1. フジバカマで吸蜜するアサギマダラ(MZ921)

図2. 左前後翅に書き込まれた標識

てきたことになる。

この後は、 渥美半島に沿って南下して、 海上に

飛び出していくのであろうか。 しかし、 この直後

の10月13日前後に大型の台風19号が当地方を

通過しており、 このチョウが無事に渡りを続けら

れたかが案じられる。

［標識・再捕獲情報】

標識1::I :2014年8月20日 ． 標識MZ921

標識地；群馬県吾衷郡姻恋村万座スキ ー 場 ．

こよってマ ー キング ・ 放蝶されたものである。 2 標識者：平井博

ヶ月弱で230km近くを飛んで豊橋市まで移動し
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unipunctatus (Thunberg.I 783).(lex) 

マルカメムシ科Plataspidae

l)マルカメムシMegacopta punctatiss1ma

(Montandon.1894).(lex)

カメムシ科Pentatomidae

l)ツヤアオカメムシ＊Glaucias subpunctatus

W alker.186 7.(1 ex)

2)チャバネアオカメムシ＊Plautia crossota stali

Scott.1874.(lex) 

エビイロカメムシ科Phyllocephalidae

l)エビイロカメムシGonopsis affinis 

(Uhler.1860).(lex)

コウチュウ目では、 タマムシ科ヒメヒラタタマ

ムシAnthaxia proteus、 テントウムシ科ナナホシ

テントウCoccinella septempunctata、 カミキリムシ

科ホソキリンゴカミキリOberea infranigrescens、

ゾウムシ科トビイロヒョウタンゾウムシScepticus

uniformisを追加する。

3 篠島本島(2014.6.1)

歌碑公園奥の風光明訓な場所にあった展望台は

無残な姿になって閉鎖されている。 万葉の丘から

海岸に降りることができる。 鯨浜と言い、 海浜の

昆虫を探してみるが、 打ち上げられた海草穎も少

なく、 生息の可能性のあるシロヘリハンミョウな

どは確認できない。 展望台の手前では久しぶりに

オオキンカメムシに出会えて感激する。

図2 ． 葉裏に潜むオオキンカメムシ

ナガカメムシ科Lygaeidae

1)ヒメナガカメムシNysius plebejus

Distant,1883.(2exs)

2)ホソコバネナガカメムシMacropes obnubilus

(Dis tan t.1883).(2exs) 

3)オオモンシロナガカメムシMetochus

abbreviatus (Scott.187 4).(lex) 

ヘリカメムシ科Coreidae

l)ツマキヘリカメムシ＊Hygia opaca 

(Uhler.1860).(2exs)

マルカメムシ科Plataspidae

l)マルカメムシMegacopta punctatissima 

(Mon tandon.1894).(lex) 

ッチカメムシ科Cydnidae

l)ヒメッチカメムシGeotomus pygmaeus 

(Dallas.1851).(lex)

キンカメムシ科 Scutelleridae

l)オオキンカメムシEucorysses grandis 

(Thunberg.I 783).(lex)図参照。三河湾の島では、

野島で確認されている大型のキンカメムシであ

る。かなり遠方まで飛翔することが知られている。

カメムシ科Pentatomidae

l)アカスジカメムシGraphosoma rubrolineatum 

(W estwood.1873).(3exs)ハマウドの花穂に多く

飛来している。

2)ツヤアオカメムシ＊Glaucias subpunctatus 

W alker.1867.(lex) 

3)チャバネアオカメムシPlautia crossota stali

Scott.1874.(lex)

ツノカメムシ科Acan thomatidae 

l)アオモンカメムシ＊Elasmostethus nubilum 

(Dallas,1851).(lex)

コウチュウ目では、 カツオブシムシ科ヒメマル

カツオブシムシAnthrenus verbasciを追加する。

他の島では記録がある。

以上の中で、 山崎・ 浅岡(1990)三河湾•島の昆

虫以後で見いだされた種については＊を記してい

る。

参考文献

山崎隆弘 ・ 浅岡孝知（1990)三河湾•島の昆虫（自刊）
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岡崎市では． ツマグロヒョウモン以外のヒョウ

モンチョウ類が激減する中で， かろうじて記録が

出続けている種である。 特に， 最近は 各所で多

産するようになった。

②小呂湿地での記録

2013年初夏の調査では見つけることができなか

ったが秋には湿地内のアザミの花に数頭の個体

が訪花している様子が確認できた。2014年も初夏

の調査では記録できなかったが， 秋には 多数の

個体を確認することができた。 初夏に市内の各所

で発生した個体が夏眠をした後， 小呂湿地に集ま

っているように思える。

(4)メスグロヒョウモン

早 尚崎市小呂町． 2014年9月22日

早 岡崎市小呂町2014年9月22日

①岡崎市での記録と分布状況

• 1979 1 0- VI. 池金町． 16'. 杉坂美典

1 7- VI. 池金町， 16'. 杉坂美典

1 9- VI, 板田町 16' 4早早 ， 三浦菫光

1 2-\I]]] ． 本宿町1早． 松井直人

• 1980 18- V, 須渕町16'. 杉坂美典

12-,肌本宿町 16' ， 松井直人

• 1981 31- V. 山綱町． l辛杉坂美典

2 1- VI. 大幡町． 16', 杉坂美典

2 4- VI, 本宿町， 26'6'. 松井直人

2 8- VI. 大幡町． 36'6'' 杉坂美典

• 1982 l 7- VI, 本宿町1辛松井直人

• 1989 9- W. 本宿町 1早． 松井直人

• 1994 2 1- V. 須渕町16', 杉坂美典

• 2011 2 6- X. 八ッ木町． l早． 三浦重光

• 2014 2 2-IX. 小呂町． 1名杉坂美典

岡崎市では， かっては少ない蝶ではなかったが．

1994年に記録して以来 ， 17年間 ， 記録が出なか

った。 これは． 本種の発生数が少ないことや同定

が難しいことによるものだと思われる。しかし．

最近は2例の記録が出ており ， 5月中旬から 7月

上旬と夏眠後の9月中旬から 10月にかけて， 八

ツ木町， 小呂町 ， 池金町， 本宿町周辺での調査で．

記録される可能性は大きいと思われる 。

②小呂湿地での記録

2009年から 初夏と秋には 数回 小呂湿地の調

査を行ってきたが本種を見つけることができな

かった。 しかし， 2014年の秋に初めて記録するこ

とができた 。 確懃できたのは， 翅の一部が破損し

ている早で， 小呂町周辺のスミレ類に産卵してい

る可能性は高く， 来年の発生が期待される。

3.おわりに

小呂湿地は， 車で行く場合は． 案内の看板や駐

車場がないため， 湿地の場所が分かりにくいとい

う状況にある。 しかし． 湿地へ最も近い場所の道

路の幅は広く． 数台は十分に駐車することができ

る。 そこから10 分ほどで湿地に着くことができる

ので便利である。 湿地へ来られる多くの方々は．

東公園に車を置いて． 岡崎の古道・道根往還を通

り ． 自然観察をしながら歩いて来られている。

小呂湿地には， 貴重な動植物が豊富に生息し

ており ． 私たちは． この環境をいつまでも保全し

ていかなくてはなら ないと思う。
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大平仁夫先生採集の南西諸島からのハムシ科の記録

この度、 大平仁夫先生が琉球列島の学術調査の

際に、 南西諸島から採集されたハムシ科の所蔵標

本を見せてくださった。これらは幾年月にわたる

貴重な採集品で、 筆者自身も数回にわたり調査を

試みているが、 採集出米なかったものが少なから

ず含まれいた。 後日になって幸運にもそれらを恵

与して戴けることとなった。 併せて、 会誌に掲載

させて頂きたいとお話を申し上げたところ、 快く

承諾をしてくださったのでここに記録することと

した。 これが同好の諸氏に多少なりとも参考にな

るならば幸いである。この機会を与えて頂いた大

平仁夫先生には、 心から感謝の意とお礼を申し上

げる次第である。

採集品目録（南西諸島のハムシ科）

ここに記録したハムシ科標本は、 すべて大平仁

夫先生の採集によるものであり、 採集者について·

は省略してある。 現在、 標本は策者が保管してい

る。

中之島（鹿児島県鹿児島郡十島村）

トカラ列島最大の有人島で、 周囲28.0 km、 面積

27.54 k rriで、 戦前には硫黄が採掘されていた。

また、 トカラ富士で知られる御岳（標高979 m) 

凶l

オキナワクビナガハムシ
宝島赤木崎

(31. VII.1995) 

図2.
アザミナガッツハムシ

奄美大島宇検村
(2. V.1994) 

山 崎 隆 弘

があり、 底なし沼と呼ばれる御池や温泉がある。

1. キボシッツハムシ（離島型）Cryptocephalus

perelegans insularis. Chujo.1935 ［図3] 中之

島から先島諸島にかけてと、 台湾に分布してい

て、 コナラ、 カエデ、 モクタチバナにいる。色

彩や斑紋は変異に富む。2exs.. 御岳 ． 26. VII. 

1995. 

2. アオガネヒメサルハムシNodina chalcosoma 

Baly.1874 愛知県にも分布していて、 プドウや

ノボタンなどにいるが、 本）、卜1以南の南西諸島に

広 く分布し て い る。22exs., 御岳 ， 26. VII,

1995.

3. オキナワイモサルハムシColasposoma aunpenne 

(Motsch ulsky,1860) 屋久島以南からトカラを

へて先島諸島に分布し、 中国、 ベ トナムまで分

布する。サッマイモやグンバィヒルガオにいる

普通種。lex., 里村 ． 26. VII, 1995. 

4. セアカケブカサルハムシLypesthes fulvus 

(Baly,1878) ［図9] 四国・九州以南から先島

諸島まで分布しているが、 台湾にもいる。lex..

里村 ． 26. VII. 1995. 

5. ハマゴウハムシPhora octodecimguttata

(Fabricius.1775) ［図13] 九ヽ｝［•|南部以南から

東南アジアの広い範囲に分布し、 海浜のハマゴ

図3
キボシッツハムシ

（離島刺）奄美大島宇検村
(2. V.1994) 

図4.
リュウキュウッツハムシ

西表島インダ
(6. VIIl.1968) 
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ある。

1. キボシッツハムシ（離島型）Cryptocephalus

perelegans insularis. ChGjo ,1935［図 ， 3]中

之島、 奄美大島、 久米島からも得られている。

上翅の斑紋には変異がある。lex., 石垣島30,

VI. 1995.

2. モモプトサルハムシRhyparida sakisimensis 

Yuasa.1930 ［図 ． 12] 宮古島から先島諸島に

分布し台湾にもいる。 lex.,於茂登岳 ， 30. VI.

1995 : lex.. 米原 ， 2. VII, 1995. 

3. ウリハムシAulacophora indica (Gmelin.1790) 

ウリ類の害虫。lex., 於茂登岳， 3, VII. 1968. 

4. ヨツモンタマノミハムシSphaeroderma

quadrimac-ulatum ChGjo ,1935 ［図16] 沖縄

本島、 久米島からも得られている。8exs., 於茂

登岳， 25. I, 1976; llexs., 於茂登岳 ， 3, VIII,

1968.

5. ヨツモンカメノコハムシLaccoptera quadrimaculata 

(Thunberg,1789) 沖縄本島以南から東南アジ

アまで分布し、 サツマイモやノアサガオにいる

普通種。lex., 川平 ． 1-2. VI. 1996: lex.. 於

茂登岳， 30, VI. 1995:lex.. 於茂登岳 ， 2, VII. 

1995. 

yaeyamana Kimkto.1978先島諸島に分布する。

lex.. インダ． 5． 圃 ． 1968:lex.. インダ ． 6. 圃

1968. 

与那国島（沖縄県八重山郡与那国町）

日本列島の最西端の国境の島で、 周囲27.5km、

面積28.84 k rriである。最高地点の宇良部岳（標

嵩231m)をはじめ、 久部良岳（標商192m)が

ある。

1. オキナワイモサルハムシColasposoma auripennis 

(Motschulsky,1860) 中之島、 久米島からも得

られている。lex.. 宇良部岳， 29-31. V, 1996. 

2. ウリハムシAulacophora indica (Gmelin,1790)

各地に多い普通種。3exs．， 宇良部岳 ， 29-31. VII, 

1968. 

3. オキナワイチモンジハムシMorphosphaer

coerulea (Schonfeldt,1890) 各島から得られて

いる普通種。lex.. 宇良部岳， 29-31. VII. 1968.

4. ヨツモンカメノコハムシLaccoptera quadrimaculata

(Thunberg,1789) 石垣島からも得られている。

3exs.. 宇良部岳， 29-31. VII. 1968. 

現在、 離島における採集にあたっては、 許可を

必要とする地域も少なくないので、 事前に確認を

西表島（沖縄県八重山郡竹富町） とってから計画を立て、 進めることが不可欠であ

石垣島の西30 kmにあり、 周囲130.0 km、 面積 る。

289.27 k rrl'で、 東洋のアマゾンとして知られてい

る。亜熱帯のジャングル内にはイリオモテヤマネ

コ が棲息し、 サキシマスオウノキ、 ヤエヤマヤシ

群落、 仲間川河口のマングロ ー プの密林や、 浦内

川の豪快なカンピラとマリウドの滝がある。

1. リュウキュウッツハムシ Cryptocephalus

looclwoensis loochooensis ChGjo ,1935［図4]

沖縄本島から先島諸島にかけて分布していて、

モクタチバナにい る。lex., イ ンダ6, VlII,

1968.

2. キイロミゾアシノミハムシHemipyxis foveolata

(ChGjo ,1958) 奄美大島、 沖縄本島、 久米島、

宮古烏に分布していて、 リュウキュウモチにい

る。 lex., インダ ． 5. VlII, 1968.

3. ヨツモンミゾアシノミハムシHemipyxis balyi

引用文献
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5 「SHIMADASU」編集委員会1994. SH IM A 

DAS U ·94, 83lpp. 財団法人 [I本離島センタ ー

．
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設楽ダムに水没する河川で採集した希少種のキボシッブゲンゴロウ
市 川 靖 浩

キボシップゲンゴロウ］apanofaccophilus nipponensis

(KAMIYA. 1938)（図1 )は、体長3.0~3.2皿の

小型のゲンゴロウで本州、四国、九州に分布する

が稀な種である（森・北山 ． 2002)。本種は環境

省(2012)の第4次レッドリストでは準絶滅危惧(N

T) に選定されている。

愛知県における本種の初記録は、北設楽郡設楽

町豊邦当貝津川から上手・ 池田(2010)によって

報告された。箪者は北設楽郡設楽町で工事が進め

られている「設楽ダム」の貯水予定区域において

水生昆虫の調査を実施している。この調査で豊川

水系の境川から本種を確認した。上手・池田(2010)

の記録以降、本種の記録は見当たらないため愛知

県2例目の記録として報告する。

本稿を草するにあたり情報提供をいただいた名

古屋昆虫同好会幹事の池竹弘旭氏に感謝申し上げ

る。

•
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採集した場所は、ともに豊川支流境川の本流で、

岸辺付近の植物の根際（図2)と岩陰からであっ

た。

図2.採集環悦（岸辺の植物の根際）

本種が得られた2地点はいずれも設楽ダム貯水

予定区域に該当する。全国的にも生息地点が少な

く、希少種として知られる本種であるが故に、今

回確認した生息地が将米的にダムに沈むことは残

念である。境川の貯水予定区域以外に本種の生息

場所があることを願うものである。

引用文献

上手雄貴・池田都志也(2010)愛知限におけるキポシッ

プゲンゴロウの記録甲虫ニュ ース． 170 : 30 

環境省(2012)報逍発表資料． 第4次レッドリストの公

表について（お知らせ） ． 添付資料． （別涼資料7·5)昆

虫類のレッドリスト（平成26年12月2日アクセス）

図l．キボシップゲンゴロウ http:/ /www.env.go.jp/ press/press.php ?serial= 15619 

く記録＞ 森 正人・北山 昭(2002)改訂版 図説日本のゲンゴ

2頭 ． 21. IX.2014.北設楽郡設楽町八橋（境川） ， ロウ．23lpp.文ー総合出版

市川靖浩採狼・保管； l頭18. X.2014. 北設楽

郡設楽町川向（境川） ， 市川靖浩採集・保管．
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鈴木栄二氏がバナナトラップを中心に採集した岡崎産コメッキムシ

旧岡崎市から知られているコメッキムシ類は．

1983年の新編岡崎市史・自然14（動物）に58 種が

記録されている。 その後に平成の大合併で額田地

域が加わり 現在では95種内外になっている。

これは， 愛知県から記録されている種の約60％に

あたる。

このたび 鈴木栄二氏が2014年にバナナトラ

ップを中心に採集したコメッキムシ類を調べるこ

とができたのでここに記録する。 なお 本文中の

採集者はすべて鈴木氏本人による2014年の採焦

であるので本文中での採集年 ， 採集者名などな

どは省略した。 また， バナナトラップ以外で採集

した種はその方法を記録した 。

ペットボトルを利用したバナナトラップ（鈴木提供）

種の記録

1.オオクシコメッキTetrigus lewisi Candeze, 1873

標本：2 6''美合町 ， 6-VII:同 ， 茅原沢町 ， 31-VII.

各地の森林に広く分布するよく知られた種であ

る 。 灯火や樹液にはよく集まるが， 日中は樹木の

茂みや樹皮の隙問などに潜んでいるので， 通常の

採集では見出すことが少ない。 岡崎市からは1995

年5月14日に城殿 浩氏が採染の1 6'の記録が

あるのみと思われる。

2.サビキコリAgrypnus (Agrypnus) binodulus 

binodulus (Motschulsky, 1861)

大 平 仁 夫

椋木：1 -'?' 小美町 ， 25-V

各地に広く分布する普通種である。

3.ホソサビキコリAgrypnus (Sabikikorius)

fuliginosus (Candeze. 1865)

標本：2名 美合町 ， 24-V: /t.J, 1早 ， 8-VI.

前種より少ない。 すべて体長が20mm前後の大

形個体であった。

4.ドウガネヒラタコメッキCorymbitodes gratus

(Lewis. 1894)

標本： 2名 池金町 ， 27-IV: 1早 ． 夏山町 ， 28-IV.

山林性の種である。 池金町周辺では， 鶴巣から

1980年4月10日の新編岡崎市史の中での記録が

あるのみである。 ビ ー テイングより得られた。

5.サトヤマシモフリコメッキActenicerus kidono1 

Ohira. 2006 

標本：2-'?'小美町 ， 11-V

小美町からはこれが最初の記録と思われる。 沼

周辺のビ ー テングで得られた 。

6.アカハラクロコメッキAmpedus (Ampedus)

hypogastricus hypogastricus (Candeze. 1873)

標本： l辛 夏111町 ， 28-IV:小美町 ， 2/2年 ， 11-V:阿 ，

l d'5早．

幼虫が松の朽木で育つので， 松樹のある社寺林

などに多い種であるが最近の松枯れで成虫の個

体数は減少している。 沼周辺のビ ー テングで得ら

れた。

7.アラハダチャイロコメッキReitterelater rugipennis 

(Lewis, 1894) 

標本： 1年 ， 美合町 ， 3-V.

個体数の少ない種で， 岡崎市内では本宮山から

Ectamienogonus属の種として記録があるのみであ

る。 通常ば灯火や樹液に飛来した個体が見出され

ているが詳しい生態などは判明していない。

8. ヨツキボシコメッキEctinus (Ectinoides) insignitus 

msignitus (Lewis, 1894)

標本： l芋 夏山町 ， 28-IV

体長が6~7mm で黒色， 上翅に4 個の黄橙色斑
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を有する特徴があるので， 同定は容易である。 旧

岡崎市では， 大平ほか(1985) による上衣文町から

の記録があるのみである。 林縁をビ ー テングして

見出した。

9.ヒゲナガコメッキMulsanteus unior un10r

(Candeze, 1873)

標本：岡町． 3/5早 ， 8-IV:美合町 ， 5 d'1全24-V

各地の広葉樹林に分布する種で， 成虫は日中は

樹林の茂みの中にいるので採集しにくいが， 夜行

性で灯火や樹液に集まる。 幼虫は林床の腐葉土や

腐朽の進んだ朽ち木中に生息している。

10.オオクロクシコメッキMelanotus (Spheniscosomus) 

crebricollis restrictus (Candeze, 1865)

標本： l早 ． 茅原沢町 ． 8-VI.

体長19mm 内外で黒色の大形種である。 畑地や

周辺の雑木林で見出されるが， 偶然に1~2頭が見

出される程度で， 比較的珍しい種である。 旧岡崎

市からは明大寺町と茅原沢からの古い記録がある

のみである。

引用文献

大平仁夫ほか(1985)固崎市の動物 ． 新編岡崎市史（自然 ，

14): 653-1218 

大平仁夫(1989)本宮山のコメッキについて ． 三河の昆虫 ，

(36): 261-263. 

大平仁夫(1999)城殿 浩採集の三河地方のコメッキムシ

三河の昆虫 ． （46):469 

岡崎市におけるクロカタビロオサムシの採集例
鈴 木 栄 二

クロカタビロオサムシCalosoma maximowiczi

(Morawitz)（図） はプナ林、 低山地の古い雑木林

に生息し、鱗翅目の幼虫を捕食する。 三重県(2005)

では絶滅危惧1I類、 岐阜県(2001)では、 準絶滅

危惧種、 滋賀県(2005)では、 要注目種に指定さ

れている。

愛知県では千種区自由が丘(1977他）、 犬山市

(1988)、 豊田市(2005他）の記録があるが、 少な

い種であると思われる。

2014年は春季に鱗翅目の幼虫が、 岡崎市内で大

発生し、 その影響からか、 クロカタビロオサムシ

の姿をみる機会が増えたように思われる。 従来の

記録も含め、 ここに報告する。 すべて鈴木が採集

し、 標本も保管している。

採集デ ー タ

1 d', 30- V -2000（奥殿町）（図右）

2 d', 11- V -2014（小美町）

l早 ， 14- V -2014（茅原沢町）（図左）

2 d'、 24- V -2014（茅原沢町）

1早 ， 08- VI -2014（茅原沢町）
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引用文献

愛知県(1990)愛知県の昆虫（上） ．

岐阜県(2001)岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物 ．

三重県(2005)三重県レッドデー タプック2005

滋賀県(2005)滋賀県で大切にすべき野牛生物 ．

農田市(2005)豊田市自然棗境基礎調査報告書••
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（篠島から望む野島）

ここならいると感じる感性。「ここにいるはず」

と探し、「やっぱりいた」と、 ちゃんと見つける

ところに、 大先輩の底力を見た。

（オオキンカメムシ）

目的であった、 オオキンカメムシにも会え、 暑

い中、 歩き回った甲斐があった、 有意義な一 日と

なった。

個人的に昨年は、 佐久島に出かけ、 今年は採集

会で篠島に行くことが出来た。 三河湾の島々もお

もしろい環境であることは間違いない。

島嶼の調査は、 渡航が厳しければ厳しいほど成

果は期待できそうで、 島巡り、 今後も続けていき

たいと思った一 日であった。

（篠島の砂浜）

愛知県岡崎市におけるエゾトンボの記録

愛知県内のエゾトンボは吉田らの分布表2012 * I

によると県内54市町村のうち8市町から記録さ

れているが、 その中に岡崎市は含まれていない。

箪者は岡崎市内でエゾトンボ早個体を採取してい

るので報告しておく。

採取した個体は2013年4月に採取したヤゴよ

り同年6月に羽化させて得たものである。

くデ ー タ＞

工ゾトンボSomatochlora viridiaenea 

l早 愛知児岡崎市池金町 6. VI.2013 羽化

(8. IV.2013 幼虫採取）

山 本 栄 治

引用文献

● I 吉田・ 鵜殿 愛知惧市町村別トンボ分布表2012

Aeschna. (49) 2013 
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段戸裏谷で採集した2種のコメッキムシ

愛知県の段戸裏谷にはプナ原生林があり， 往時

は段戸一帯が原生林であった。 今はその一 部が保

護林として残されているが最近この老木枯死が

連鎖的に発生し． この伐採によって昔の森林の面

影が薄れている。2014年5月にここを訪れて話題

の2種のコメッキムシを見出したので記録する。

この採集に同行して支援をいただいた山崎隆弘

氏に心から御礼を申しあげる。

1. Actenicerus pruinosus Motschulsky. 1861 

シモフリコメッキ（図1)

体長13~14mm内外で やや赤味をおびた真鍮

色の金属光沢を有する種で，

一般に牧草地や開け

た山地の草地に見出される種である。 恐らく原生

林の枯死木の伐採と道路などの整備 、 原生林が明

るくなり乾燥化が進んでいるためではないかと思

われる。 こんなものがここにいるようになったの

かと思われるような種である。

標本： 3早 ． 10-V.2014.人平採渠

2. Limoniscus niponensis yamato (Lewis. 1894)

ヤマトカネコメッキ（図2)

体長14mm内外， 暗い真鎗色の金属光沢を有す

る種である。最初に北海道から新種として記載さ

れたが現在では本朴Iや九州（北部地域）にも分

大 平 仁 夫

• 
． 

図1. シモフリコメッキ 図2. ヤマトカネコメッキ
ぼ）体長14mm (i)体長12mm

布記録があり， 学名も本州産は北悔道産と別種と

とする考えもあるが ここでは別亜種として扱う

ことにした。 愛知県の北設山岳地帯からは本種は

点々と記録されており， ここからは大平(1992)に

よる1例の記録があるのみで、 まだよく残ってい

た思われる寒冷地系の種である。

棟本： 1辛 ． 10-V.2014.山崎採集

引用文献

大平仁夫(1992)穂積俊文先生採床のコメッキムシ標本

三河の昆虫 ． （39): 343-348. 

ト漸シリ ーズ・昆虫と私(19)` | 
原 田 一 夫

私が『三河昆虫研究会』に入会したのは、 調査 が皆さんと一 緒にがんば ー一—

で採集した昆虫を教えて欲しいのと息子の研究を りたいと思いますので宜

理解したい為でした。 だが現実には鳳来寺山自然 しくご指導のほどお願い

科学博物館の行事で、 大平先生が説明しておられ

る時に貝の事ばかりやっている不届き者でした。

今回再入会したのは、 ぽけ防止ともう一 度研究

します。

心を奮い立たせたい為です。 こんなぼけ老人です
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新シリーズ・昆虫と私(20)

昆虫に関わるきっかけとなったのは、 3歳の頃

で、 父が元刈谷の貝塚の発掘から蝉の幼虫を持っ

て帰って来た時でした。 その時に見た蝉の幼虫と

成虫の違いに魅了され、 昆虫採集をするようにな

っていきました。

幼稚園に上がった頃には父が子供の時に使って

いたスプリングネットや三角ケ ー ス、 台湾や樺太

が日本の領土だった頃の昆虫図艦（全3巻）を譲

り受けて、 自宅周辺で採集した昆虫を標本にして

同定するのに夢中になっていました。 採集が出来

ない時は、 図鑑を読みあさり、 コウトウキシタア

ゲハやフトオアゲハ、 ヨナクニサン、 タカサゴミ

ヤマクワガタ、 タイワンシロスジカミキリ、 タイ

ワンダイコクコガネ等の迫力に魅了され採集に行

くのを夢見ていました。

当時は、 殺虫管を持っていなかったので、 ワン

カップ大関の瓶に脱脂綿で包んだナフタレンとベ

ンジンを入れてお手製の幕瓶を作り、 甲虫を入れ

て標本にしましたが、 甲虫の手足が硬直して、 展

翅の際に形を整えるのに苦労したものです。 小学

4年の7月に本会に入会させて頂き、 大平先生か

ら研究室に置いてあった酢酸エチルを分けて頂い

て展翅が睫のように上手にできて楽になったのを

覚えています。

小学5年には、 西尾にあるトヨタの工場建設予

定地の環境アセスメント調査に、 父に同行したっ

いでに参加させて頂いたり、 小学6年には、 鳳来

寺l廿自然科学博物館の第

1回自然を学ぶ会の2班

に分かれた片方の昆虫担

当として、 大平先生から

急速指名を受けて手伝わ

せて頂いたりと恵まれた

環境で充実した昆虫少年

原 田 究

時代を過ごさせていただきました。

中学でバスケット部に入った事で、 父の調査活

動に同行出米なくなり、 父の逆鱗に触れて昆虫活

動の一切を禁じられ、 昆虫に関わる事が全く出来

なくなりました。

2 5歳のときに脳にウィルスが入って死に損な

った時に、昆虫に対する思いが抑えきれなくなり、

再び入会させて貰いました。 それからは、 リハビ

リ時の数回を除いては、 仕事に忙殺されて昆虫採

集をする機会もなく、 本会の会誌や学会誌などを

ときどき読むぐらいで今日に至りました。

父の介護の関係で生活の重点を東京から刈谷に

移した事で、 父のリハビリと称して本会の総会に

もやっと出席することができました。

そんなわけで、 4 0年近くのブランクを経てい

ますので、 昆虫のことは小学生の当時より蓬かに

レベルが低く今から始めるという感じですが、 今

後ともご指導のほど宜しくお願い致します。

巨大なセグロアシナガバチの巣
筆者の居住する市営住宅のlFのベランダに図のような巨大なセグロアシナ

ガバチの巣が見つかった(2014年9月11日）。 巣は15 x 14cm（巣の育室は

約140)あったが育房には幼虫はいなく ． 巣面に図のように成虫が多数群がっ

ていた 。 このような巨大な巣は珍しいと思われるし ， 住人が出入りするベラ

ンダの窓際の壁で無事に育っていたのも不思議なことである 。（大平仁夫）
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高柳久和さんを偲んで
浅 岡 孝 知

故高柳（旧姓山内）久和先生の訃報に当たり、

先生のことを述べたいと思います。 小生にとって

は学生時代からお付き合いをさせていただきまし

た大先輩です。 山内家具店で作っていたドイツ型

標本箱も利用させていただきました。 桐製で軽く

扱いやすかったです。 今でも使っています。 その

後、 先生が中心となって農根村の動物が纏められ

ました（図左）。 多くの三河昆虫研究会の方々が

参加され1980年に発刊されました。2013年に豊

根村の調査をしていて、 地元の方から話しかけら

れました。 その方は当時豊根村に赴任していた高

柳先生の教え子さんでした。 とても懐かしい話を

伺いました。 それから、豊川市史の編さんがあり、

動物部門の会長として精力的に線められました

（図中）。 そして、 豊川市に合併になる前の小坂井

町の代表的な樹木・巨木を、 町民に親しみやすく

紹介をされました（図右）。

蛾類や直翅類だけでなく植物にも梢通されてい

伊藤昭博さんは ， 愛知教育大学農業教室の第12

回生（昭和39年3月卒）で． 昆虫教室の神谷一男

教授のもとで昆虫学を専攻 ， 卒業後には主として

蒲郡市の学校の教師に赴任され． 地域の昆虫類や

御堂山の県指定天然記念物のヒメハルゼミの調査

などもされていたが ， 昭和41年(1966)に愛知教

育大学八重山諸島自然科学調査団に加わり， 沖縄

本島と八重山諸島の調査に従事 ， 三河昆虫同好会

や三河生物同好会の会員としても調査に活躍され

ていた。

教職を終えてからは ， 規子夫人と各地の山野を

て、 特に薬草を中心とした野外教室を毎年されて

いました。 愛知だけでなく静岡、 長野、 岐阜など

に広くフィ ー ルドを持っていました。

NHK豊橋、 浜松などで多くの講座を担当され

ていました。 ト ー クでは絶妙の間合いが人を引き

付けていました。 長い間ご指導をありがとうござ

いました。 ご冥福をお祈りいたします。

印
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川
市
史
宴
卜
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墨

図：高柳先生の思い出の印刷物

伊藤昭博さんを偲んで
大 平 仁 夫

立山にハイキングの伊藤さん（右）と規子夫人(2013-10-15)
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旅行し， デジカメで昆虫や草花などを撮影され．

最近では心臓発作予防のニトロを所持しての活動

であった。

伊藤さんは物事の判断が早く． 会議などでは伊

藤さんの一 言で終わることが多く ． 伊藤さんの存

在は会には貴重なかけがえのない方でした。 調査

団の報告書「はてるま森」第1集(1967)の団員プ

ロフィルには， 伊藤さんについて「現地では毎晩

オリオンビ ールをお茶代わりにし， 思ったことを

ずばずば言い， 行動力に富み ， 頭の回転が早く ．

飯をくうのが早いことにかけては超人的」と紹介

されているが物事の要点を的確に判断して処理

する能力は抜群で． 多くの方に信頼を得ておられ

た。 そして， 人生をさわやかな朝霧のように走り

抜かれたように思われる。 規子夫人は「主人は心

配していた心臓ではなく． 胆石で亡くなるとは思

ってもいませんでした」と述べておられたが こ

れも伊藤さんらしい終末ではなかったかと思われ

る。

なお 伊藤さんについては下記の報文があるの

で， 参照して下さい。 心からご冥福をお祈りしま

す。

（伊藤先生の思い出の印刷物）

］）．新シリ ー ズ：昆虫と私（13). 三河の昆虫（59):778. 2012. 

2 ).長野県平谷村長者峰・高嶺採集会． ＝河の昆虫(60)

803. 2013.

3).竜頭山採巣記． 三河の昆虫（61): 82 6. 2014. 

昆虫の異常発生を記録に残しましょう
最近の気温の温暖化による異常気象現象と， ナラやクヌギ類の老木の枯死や雑

木林のブランコケムシの異常繁殖が続いていて． それを捕食するクロカタビロオ

サム（図）が何頭も見られました。それに代わって． いつも道路上を歩いていた

ミカワオサムの姿は見られなくなっています。 昆虫の発生や生態を記録して後世

に残しておきましょう。（大平仁夫）

図 北山湿地のクロカタピロオサムシず（体長2 2mm.l
(17-V-2014.大平採集）

◇平成25 (2013)年度の総会◇

平成25年度の三河昆虫研究会の総会は， 平

成26年3月22 （土）の午後13:00 から例年の

岡崎市明大寺町の竜美丘会館302号室で開か

れました。 今年も例年のように25名もの会員

の出席があり， お互いに旧交を温め合い， 大

場先生による新しい研究の話題提供もあり，

楽しい総会ででした。 中でも原田 一 夫さん父

子は久しぶりの出席でした。

出席者：前列（向かって右より） ：長谷川道明 ， 松井直人， 桐lJ」 功 ， 大瑞裕一

， 大平仁夫 ， 原田一夫 ． 杉坂美典，

小鹿 亨 ． （後列向かって右より）豊島健太郎戸田尚希伊藤昭博猥江 昇 ， 白井和伸， 杉浦 昌

久永和彦， 金田吉高， 喜多亮介水野 宏原田 究． 廿l本英治市川靖浩 ， 大泊根剛川瀬英文吉鶴靖則 ，

山崎隆弘




